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昭
和
三
十
二
年
度

町
政
施
行
に
あ
た
つ
て

三
隅
町
長

稲
田
正
治

新
緑
漸
く
萌
え
出
ん
と
す
る

初
春
に
当
り
、
町
民
各
位
の
愈
々

健
康
で
戴
々
の
職
域
に
御
活
躍
の

こ
と
を
先
づ
以
て
帆
福
致
し
ま
す

私
は

茲
に
昭
和
三
十
二
年
度

を
迎
え
る
に
当
り
ま
し
て
本
町
行

政
の
重
点
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た

い
と
忠
い
ま
す
。

施
政
の
根
本
方
針

よ
り
見
通
し
て

昭
和
三
十
二
年
度
は
三
隅
町

建
設
計
画
を
樹
立
し
て
か
ら
第
五

年
目
に
当
り
、
更
に
山
口
県
新
生

運
動
の
線
に
邵
い
三
隅
町
振
興
協

議
会
に
黠
っ
て
立
案
し
た
三
隅
町

振
興
計
画
立
案
か
ら
第
二
年
目
に

当
り
ま
す
。

町
行
政
の
総
べ
て
が
其
の
終

局
に
於
て
町
民
福
祉
の
増
進
と
町

将
来
の
発
展
的
基
盤
に
培
う
も
の

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
今
荊

論
を
俟
ち
ま
せ
ん
か
、
私
は
昭
和

三
十
二
年
度
の
行
政
を
寸
る
に
当

り
此
の
根
本
理
念
に
依
っ
て
樹
立

し
た
本
町
建
設
計
画
、
本
町
振
興

計
画
を
全
体
構
想
と
し
て
、
怙
て

本
年
度
共
の
伺
巻
蚤
点
と
し
て
之

を
打
ち
出
し
て
行
く
か
を
吟
味
検

討
の
上
予
算
を
編
畝
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。

今
反
省
し
て
見
ま
嗜
に
昭
和

二
十
八
年
町
村
合
併
の
問
勣
を
契

機
と
し
て
本
町
建
設
計
画
を
樹
立

し
て
積
極
的
に
之
か
建
設
に
乗
り

出
し
た
の
て
あ
り
ま
彳
か
、
先
づ

之
が
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
建
築

の
完
成
を
姑
め
各
種
の
建
設
土
木

工
事
を
訓
畳
し
其
の
実
施
ヵ
結
に

っ
か
ん
と
し
た
久
先
、
昭
和
二
十

九
年
九
月
、
あ
の
未
曽
有
の
大
暴

風
雨
に
襲
は
れ
て
本
町
は
嘗
て
な

い
大
被
害
を
被
り
、
数
億
円
を
要

す
る
之
が
復
旧
と
取
糾
ま
ね
ば
な

ら
ぬ
運
命
に
立
だ
さ
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
爾
来
約
二
ヶ
年
半
、
皆

様
の
心
か
ら
の
御
協
力
に
依
り
ま

し
て
御
覧
の
通
り
災
害
復
旧
も
概

ね
完
成
の
域
に
達
し
ま
し
た
。
又

災
害
復
旧
の
為
に
建
設
計
画
を
全

部
棒
引
に
し
な
い
様
に
努
め
ま
し

て
中
学
校
大
講
堂
、
豊
原
保
育
所

町
営
住
宅
四
十
棟
、
豊
原
駐
存
所

野
波
瀬
火
葬
場
等
の
建
築
、
電
信

電
話
局
の
新
設
に
基
づ
く
全
町
電

話
細
の
拡
充
、中
学
校
、明
倫
、
浅

田
校
の
給
水
施
設
整
備
、
国
道
宗

頭
下
中
小
野
間
の
貫
通
、
林
道
奧

木
里
線
の
開
通
、
町
道
東
方
小
島

線
浅
田
線
の
改
修
、
三
の
瀬
線
、
兎

渡
谷
麓
線
、
宝
生
線
等
の
第
一
着

工
、
乂
水
害
防
止
の
為
の
二
条
窪

川
流
路
工
並
に
浅
田
、
平
野
、
兎

渡
谷
、
杉
山
等
の
砂
防
堰
堤
の
竣

工
、
小
島
漁
港
の
防
波
堤
、
小
島

野
波
瀬
両
漁
港
の
浚
渫
等
が
前
に

述
べ
ま
し
た
災
害
復
旧
と
併
行
し

て
実
施
し
た
主
な
る
建
設
計
書
で

あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
重
点
施
策

嘗
で
找
か
郷
土
の
大
先
覚
村
田

清
風
先
生
は
当
時
八
万
貫
の
大
借

財
仕
組
役
と
し
て
天
保
の
大
改
革

を
断
わ
さ
れ
る
に
当
り
ま
し
て
、

あ
の
有
名
な
大
倹
約
令
を
実
施
さ

れ
米
塩
紙
蝋
を
本
と
し
で
産
業
め

振
興
対
策
を
立
ｌ
ら
わ
る
こ
共
に

一
万
人
材
ヽ
蔵
畆
か
硅
直
し
の
根

元
で
あ
る
こ
と
に
着
目
さ
わ
藩
学

明
倫
館
の
大
拡
張
に
依
っ
て
教
育

の
振
興
を
図
ら
れ
た
こ
と
は
あ
ま

り
に
も
有
名
な
舉
実
で
あ
り
ま
し

て
、
此
の
物
心
両
而
を
忘
れ
ぬ
経

済
建
直
し
の
精
神
は
現
在
に
於
て

も
教
育
優
先
と
産
業
振
興
の
一
元

的
美
風
こ
し
て
我
が
三
隅
町
に
生

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
活
動
に
依
る
社
会
教
育

の
振
興
、
学
校
教
育
の
充
実
に
依

る
後
輩
の
養
成
を
忘
れ
た
行
政
ぱ

郷
土
建
設
の
根
本
的
基
盤
を
忘
却

し
た
政
治
で
あ
る
と
私
は
固
く
信

ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
見
地
か
ら
眺
め
ま
す

時
、
浅
旧
小
学
校
は
其
の
校
舎
設

備
に
於
て
他
の
両
校
に
比
し
て
不

伽

｀
点
か
多
々
あ
る
事
が
認
め
ら

れ
よ
寸
の
で
本
年
度
に
於
て
其
の

講
堂
特
別
教
室
の
新
築
並
に
現
校

舎
の
模
様
替
で
約
八
自
万
円
（
外

に
前
年
度
敷
地
と
埋
立
で
百
万
円

）
を
訓
畫
し
　
更
に
宗
頭
校
給
水

施
設
や
明
倫
校
給
食
室
改
善
等
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

尚
土
木
建
設
方
面
で
は
町
道
の

新
設
改
修
（
前
年
度
の
継
続
）
で

三
百
三
万
川
、
県
工
事
と
し
て
施

工
分
は
国
道
改
修
扇
月
橋
架
設
等

で
約
三
千
万
円
、
沢
江
の
三
隅
湾

に
洽
う
国
道
の
防
災
工
事
で
約
六

百
万
円
、
三
隅
川
改
修
は
上
流
が

災
害
復
旧
と
災
害
関
連
で
約
二
千

万
円
、
中
流
の
左
岸
改
修
で
約
七

百
万
円
、
追
分
川
砂
防
が
約
二
百

八
十
万
円
合
計
約
六
千
五
百
八
十

万
円
程
度
の
工
事
で
町
費
を
三
百

八
万
円
支
出
す
る
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。
　
’

次
に
現
在
開
発
中
の
湯
免
温
泉
で

あ
り
ま
す
が
、
第
一
ボ
ー
リ
ン
グ

（
二
十
六
豕
、
三
十
四
庫
、
自
噴

一
分
間
一
斗
五
升
）
第
ニ
ボ
ー
リ

ン
グ
（
七
十
三
米
、
三
十
八
度
、

自
噴
一
分
間
三
斗
）
と
い
う
好
結

果
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
此
処

に
通
ず
る
道
路
の
新
設
並
に
共
同

浴
場
の
建
築
を
本
年
度
に
施
工
の

予
定
で
あ
り
ま
す
。

此
の
外
に
産
業
振
興
、
造
林
撫
育

社
会
衛
生
等
心施
策
等
に
つ
い
て

も
述
べ
た
い
の
で
す
が
紙
数
の
関

係
で
割
愛
し
ま
Ｔ
。
終
り
に
皆
様

の
御
協
力
御
支
援
を
お
願
い
し
て

筆
を
お
ぎ
ま
す
。

三隅町の心臓部 町議会風景昭和32年度予算説明町議会3. 12

三隅開発のさきがけ
湯免道路着々進む

昭
和
3
2年
度
本
町
の
予
算

町
長
施
政
万
針
に
於
い
て
示
し

た
予
算
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
歳
　

入

】

―
、
町
税
　
　
　

一
七
、
癸
Ｒ
齟
（
円

２
、
地
万
交
付
税

五
己
８
己
８

３
、
必
匹
匹
皿
双
孟
ヽ
昌
一ヽ
８
一

４
、
分
担
金
及
び
負
担
金
　

一

５
、
皿
四
匹
及
び

Ｉヽ
・六一
三ヽ
九
元

６
、
国
庫
支
出
金
　
（
七
九
、
苙
九

７
、
県
支
出
金
　
　

七日
己
藍

８
、
寄
付
金
　
　
　
　
　
　

一

９
い
繰
越
金
　
　
　

六
一
七
、七
Ξ

1
0、
雑
収
入
　
　
　

一三

、
三
一

1
1
、
町
債
　
　
　
　
ｓ
、
８
Ｊ

計
　
　
　
　
　

五
二
、一（
气
三
と

【
歳
　
出
】

１
、
議
会
費
　
　

一
、一
一
六
三
８
円

２
、
役
場
費
　
　

乙
、
晋
一
、六
四（

３
、
消
防
費
　
　
　

（
噐
一
、
九一己

４
、
土
木
費
　
　

六
、
穴
９
一
８

５
、
教
育
費
　
　

一
六
、
究
（
、九
Ξ

６
、
皿
匹
皿
心
労
一一ヽ
老
讐
一
言

７
、
保
健
衛
生
費
　
（
兒
、発
二

８
、
産
業
経
済
費
　

九
七一
、九
竝

９
、
財
産
費
　
　

气
夫
煢
２

六

1
0
、
統
計
調

査
費
　
　

己
Ｊ
一
8

1
1
、
選
挙
費
　
　
　

一
酉
一
、一
否

1
2
、
公
債
費
　
　

一コ

ー辿
、六
豈

1
3
、
諸
支
出
金
　

二
、｝言

、瑟
一

1
4
、
予
備
費
　
　
　

一
８

己
８

計
　
　
　
　
　

吾
一
、一（
晉

宍

）

教育はこのように
推し進め7こい

教
育
優
先

を
モ
ッ
ト
ー

と
す
る
三
隅

町
で
は
本
年

度
如
何
な
る

目
標
を
か
か

げ
、
ど
の
よ

う
に
計
畫
を

立
て
実
行
に

う
つ
そ
う
と

し
て
い
る
か

は
九
千
町
民

の
大
関
心
事

で
あ
る
と
思
’

う
の
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す

一
　
学
校
教
育

の

振

興

宗
頭
小
学
校

給
水
設
備
が
不
完
全
で
あ
る
の

で
本
年
度
は
こ
れ
を
改
造
す
る
と

共
に
学
校
給
食
及
び
学
校
図
書
館

関
係
の
備
品
の
充
実
を
は
か
つ
て

従
来
恵
ま
れ
た
校
舎
敷
地
の
諸
施

設
を
十
二
分
に
生
か
し
健
康
教
育

の
推
進
そ
の
他
に
力
を
入
れ
る
。

明
倫
小
学
校

昨
年
度
の
給
水
施
設
大
改
造
の

後
を
う
け
て
給
食
調
理
室
の
拡
充

排
水
溝
の
整
備
、
教
育
備
品
の
充

実
を
ね
ら
い
一
昨
年
以
釆
研
究
を

重
ね
た
統
計
教
育
を
更
に
推
進
し

て
実
績
を
あ
げ
、
基
礎
学
力
の
徹

底
淑
子
会
の
運
宮
等
に
拍
車
を
か

け
る
。浅

田
小
学
校

学
級
増
加
の
た
め
教
室
が
不
足

す
る
の
で
貎
講
堂
を
普
通
教
室
に

模
様
替
す
る
と
共
に
新
た
に
大
講

堂
と
瞽
楽
室
、
給
食
調
理
室
等
を

新
築
し
て
施
設
の
不
足
分
を
整
備

す
る
と
共
に
生
活
指
導
、
健
康
教

育
の
徹
哉
と
学
力
の
伸
長
等
に
努

力
す
る
。

三
隅
中
学
校

創
立
十
周
年
を
剖
機
と
し
て
校

地
校
舎
と
も
に
不
充
分
で
あ
る
本

校
の
施
設
を
「
遂
年
充
実
」
す
る

計
畫
の
も
と
に
本
年
度
は
校
地
の

拡
張
、
講
堂
と
の
連
絡
廊
下
、
生

徙
便
所
の
新
築
を
完
了
す
る
な
ど

環
境
を
整
え
る
と
共
に
理
科
、
職

業
科
な
ど
生
産
教
育
の
充
実
に
必

要
な
備
品
の
整
備
に
配
慮
し
て
生

徒
個
々
人
の
実
力
の
伸
長
、
生
産

教
育
の
徹
底
、
道
徳
的
雰
囲
気
を

醸
成
す
る
こ
と
に
特
に
努
力
す
る

二
社
会
教
育
の
推
進

公
民
館
を
中
軸
と
す
る
社
会
教

育
に
お
い
て
は
現
在
の
施
設
を
十

二
分
に
活
用
し
て
各
種
定
期
講
座

の
充
実
、
分
館
活
動
の
促
進
、
映

画
幻
燈
と
相
ま
つ
て
広
報
車
で
各

部
落
を
訪
問
す
る
な
ど
肩
の
こ
ら

ぬ
親
し
み
と
喜
び
の
う
ら
に
町
民

各
耻
の
生
盾
向
上
に
密
着
す
る
文

化
と
教
養
を
身
に
つ
け
る
よ
う
努

力
す
る
。

本
町
に
は
「
堅
実
な
村
づ
く
り

」
を
ね
ら
う
新
生
計
画
か
打
立
て

ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
本
町
本
年

屁
の
教
育
計
画
は
、
わ
が
町
の
新

生
計
畳
に
根
強
く
っ
ら
な
っ
て
い

る
こ
と
を
諒
解
さ
れ
て
理
想
郷
三

隅
の
建
設
の
た
め
に
町
民
こ
ぞ
っ

て
教
育
推
進
に
積
極
的
に
協
力
あ

ら
ん
こ
と
を
希
望
し
て
止
ま
な
い

（
教
育
長
）

町
社
会
福
祉
事

業
費
一
万
圓

白
藤
氏
の
美
挙

三
隅
町
豊
原
白
藤
董
さ
ん
よ
り

御
内
室
様
の
御
死
去
に
件
う
香
典

返
し
の
意
味
に
お
い
て
金
壷
万
円

皀
を
三
隅
町
の
社
会
福
祉
事
業
費

に
使
用
せ
ら
れ
た
い
と
寄
附
申
立

に
つ
き
町
は
御
寄
附
の
趣
旨
に
添

う
て
町
才
入
と
し
て
収
入
し
支
出

は
三
隅
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
交

付
し
て
町
民
福
祉
の
た
め
の
事
業

費
に
活
用
し
て
寄
附
者
の
趣
旨
に

齧
う
よ
う
致
し
て
お
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

吉
凶
だ
よ
り

二
月
二
十
一
日
か
ら

四
月
十
日
ま
で

二
月
出
生
数
　
　
　
　
三
名

三
月
出
生
数
　
　
　
一
六
名

四
月
出
生
数
　
　
　
　
五
名

二
月
死
亡
者

野
波
瀬
　
　
磯
野
ス
テ
　
　
大
才

小
　
島
　
　
山
名
ツ
ム
　
　（
｀

浅
　
田
　
　
岩
本
菊
次
郎
　
大

三
月
死
亡
者

辻
　
並
　
　
松
並
美
宏
　
　
一

豊
　
原
　
　
五
島
専
三
　
　
泄

東
　
万
　
　
石
村
想
吉
　
　
六
（

飯
　
并
　
　
河
村
桃
江
　
　一宍

平
　
野
　
　
上
利
カ
メ
　
　
莞

滝
　
坂
　
　
東
原
敏
之
　
　
一

津
　
雲
　
　
田
辺
隼
一
　
　
圭

中
　
村
　
　
平
田
芳
子
　
　
つ

豊
　
原
　
　
窪
田
誠
助
　
　
Ξ

中
小
野
　
　
伊
東
好
輔
　
　
全

豊
　
原
　
　
福
田
ナ
カ
　
　（
一

沢
　
江
　
　
中
野
ク
メ
　
　
奔

四
月
死
亡
者

中
　
村
　
　
作
道
ト
シ
　
　（
二

追
　
分
　
　
福
田
英
見
　
　
Ｏ

本
年
度
の
嘱
託
員

（
滝
坂
）
田
中
光
雄
（
一
ノ
瀬
、

中
畑
）
秋
山
栄
吉
（
も
み
の
木
）

増
出
琢
雄
（
宗
頭
）
中
野
義
祐
（

兎
渡
谷
）
森
清
重
好
（
麓
）
山
根

松
栄
（
上
中
小
野
）
上
田
伊
之
介

（
下
中
小
野
）
末
永
房
市
（
辻
並

）
山
中
武
徳
（
大
竹
）
田
村
幸
喜

（
中
村
）
金
子
一
雄
（
市
）
吉
見

開
治
（
広
田
）
岡
本
直
一
　
（
久
原

）
山
本
与
四
郎
（
生
島
）
中
野
一

作
（
津
雲
）
斉
藤
正
夫
（
イ
ゝ
）

池
田
正
（
野
波
瀬
）
藤
永
栄
輔
（

東
方
）
西
村
四
郎
（
小
島
）
山
野

美
夫
（
豊
原
）
加
藤
慶
治
（
二
条

窪
）
岡
本
萬
蔵
「
平
野
」
早
川
重

行
（
浅
田
）
柳
本
恕
一
（
上
ゲ
）

山
崎
清
（
沢
江
）
大
津
勘
作
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公
民
館

だ

よ

り

昭
和
三
十
二
年
度
の
重
点
方
針

１
基
礎
調
査
の
実
施

新
生
運
動
（
含
社
会
教
育
）
の

推
進
の
た
め
に
翁
人
に
行
っ
た

各
種
調
査
に
胄
接
し
、
徹
底
的

な
基
礎
訓
査
を
行
う

2
.定
期
講
宗
の
充
実

青
年
学
級
、
婦
人
講
座
、
成
人

講
座
等

3
.分
館
等
の
活
動
の
充
実
及
び
そ

の
促
進

青
年
学
級
の
分
館
、
婦
人
講
座

の
部
落
活
動
等
の
内
容
の
充
実

と
回
数
の
増
加
及
び
活
動
不
振

地
区
の
啓
蒙
と
促
進

4
.
視
聴
覚
教
育
の
拡
充
推
進

映
畫
の
み
に
止
め
ず
、
幻
灯
、

写
真
、
放
送
教
育
等
を
導
入
す

る
。
又
定
期
的
に
広
報
車
に
よ

り
て
町
内
巡
回
を
実
施
す
る
。

5
.レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

各
種
会
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

中
に
簡
単
な
娯
楽
や
催
物
を
入

れ
て
楽
し
い
つ
ど
い
と
す
る

6
.Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
の
連
繋

明
倫
小
学
校
家
庭
文
庫
の
拡
充

と
そ
れ
に
伴
う
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
の
作
製

昭
和
三
十
二
年
度
公
民
館
の
行
う

行
事
に
つ
い
て

一
、
各
種
講
座

１
青
年
教
育

○
青
年
学
級
　

四
本
分
館
に
お

い
て
九
科
目
開
講

○
連
合
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
　
九
単
位

ク
气
フ
が
香
々
地
域
の
実
態

に
即
し
て
運
営

○
青
年
水
産
研
究
会

二
単
位
ク
ラ
ブ
が
各
々
プ
ロ

ジ
冫
ク
ト
を
設
定
し
て
研
究

実
施
・

○
先
進
地
視
察
　
　

三
万

2
.
成
人
講
座

○
産
業
教
育
講
座

○
時
局
及
び
経
済
講
座
－
で

○
趣
味
講
座
、
Ｉ
謡
曲
清
風
句

会
、
写
真
友
の
会
、
囲
碁
会

将
棋
会
、
郷
土
史
研
究
会
、

そ
よ
か
ぜ
楽
団
、
花
奔
円
芸

○
国
民
科
学
講
川

3
.婦
人
講
座

○
本
館
及
び
分
館
の
教
養
講
座

○
生
活
改
善
ク
ラ
ブ

○
漁
協
婦
人
部
の
文
化
店
川

○
支
部
栄
養
料
理
講
座

○
刺
繍
研
究
ク
ラ
ブ

○
先
進
圸
視
察

二
、
図
書
活
動

○
本
館
貸
出

○
巡
回
文
庫
　
青
年
を
主
休
と

し
て
現
四
ケ
所
で
あ
る
の
を

倍
増
し
た
い

○
明
倫
校
家
庭
文
庫
　
昨
年
度

県
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
始
め
て
の
こ

こ
ろ
み
と
し
て
県
立
図
書
館

の
協
賛
を
符
て
実
施
中
で
更

に
発
展
し
て
項
き
い

○
図
書
目
録
作
製
　
旧
年
度
の

分
に
昭
和
三
十
一
年
度
及
び

最
近
の
分
を
入
れ
た
追
加
目

録
を
作
製
す
る

三
、
視
聴
覚
教
育

○
文
化
映
畫
会
　
旧
年
の
如
く

二
二
日
（
曜
日
い
か
に
か
か

わ
ら
ず
実
施
）
に
行
う

○
視
聴
覚
映
畫
会
　

毎
月
三
日

間
昜
間
は
小
部
落
を
、
夜
間

は
大
部
落
を
出
来
る
丈
二
個

所
宛
行
い
た
い

○
幻
燈
教
育
の
推
進
　

幻
燈
も

教
養
、
文
化
、
職
業
、
娯
楽

の
各
而
に
亘
る
も
の
が
六
十

数
本
に
な
っ
た
の
で
各
活
動

に
膚
接
し
て
行
う
様
に
し
た

い
止
思
う

○
倣
送
教
育
の
有
効
な
る
利
用

ｊ

夕
．オ
や
録
老
耄
材
々
有
効

に
利
用
し
て
教
科
の
補
助
に

挺
耳
し
た
い

≒

Ｊ
　

宍

・

写
真
の
編
集
二
写
真
友

の
会
員

と
密
接
な
る
連
繋
を

保
ら
諸
行
事
や
町
内
ニ
ュ
ー
ス

の
記
録
り
火
を
編
集
し
た
い

○
文
化
フ
イ
ル
ム
「
三
隅
夏
柑

」
の
搬
影
　
昨
年
度
に
引
続

き
夏
柑
生
産
者
組
合
の
意
日

を
休
し
て
完
成
し
た
い

四
、
結
婚
改
善

三
隅
式
結
婚
式
を
公
民
館
、
自

宅
を
と
は
ず
更
に
よ
く
実
施
し

て
項
く
様
に
し
た
い
．

五
、
環
境
衛
生
と
芙
化

○
衛
生
自
治
会
を
更
に
多
数
に

組
織
し
町
か
ら
鯔
や
蚊
の
い

こ
い
住
み
よ
い
所
に
し
た
い

０
．】奔
栽
培
に
よ
る
美
化
、
菊

お
も
と
、
闊
、
ば
ら
、
其
他

を
栽
培
し
環
境
の
美
化
を
図

り
た
い

六
、
社
会
体
育

○
町
民
体
育
大
会

○
各
部
１
柔
道
部
　
剣
道
部

野
球
部
　
庭
球
部
・
卓
球
部

範
球
部
　
排
球
部
　
水
泳
部

陸
上
競
技
部
　
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
　
角
力
部
　
等
の
行
事

の
実
施

七
、
広
報
活
動

○
広
報
車
に
よ
る
放
送

本
年
度
放
送
器
の
購
入
に
よ

り
定
期
的
に
放
送
巡
回
（
啓

蒙
、
宣
伝
、
伝
達
）
を
行
う

○
三
隅
広
報
に
「
公
民
館
便
り

」
掲
載

○
青
年
学
級
報
の
編
輯
協
力

婦
人
会
役
員

〔
会
長
〕
　
田
中
ハ
ナ

〔
副
会
長
〕
　
吉
祥
す
え
子

〔
支
部
長
〕
　（
滝
坂
）
山
辺
菊
枝

（
一
瀬
中
畑
）
秋
本
は
つ
子
（
樅

の
木
）
増
山
ふ
み
子
（
宗
頭
）
坂

田
は
つ
（
兎
渡
谷
）
河
野
よ
し
孑

（
上
中
小
野
）
大
藤
和
子
（
麓
）

藤
本
さ
つ
子
（
下
中
小
野
）
杉
山

な
つ
子
（
辻
並
）
嘉
神
綾
子
（
市

）
辻
野
き
そ
え
（
生
島
）
大
野
は

る
子
（
津
雲
）
松
田
ひ
さ
子
（
飯

井
）
山
崎
ゆ
き
え
（
土
手
中
村
）

金
子
八
重
子
（
大
竹
正
楽
寺
）
杉

山
ち
よ
（
久
原
）
高
崎
は
ま
子
（

野
波
瀬
）
佐
伯
や
え
子
（
東
方
）

安
藤
い
し
（
小
島
）
西
村
き
よ
子

（
豊
原
）
中
野
ゆ
き
（
二
条
窪
）

槌
田
し
の
（
平
野
）
伊
藤
き
く
え

（
浅
田
）
村
岡
い
し
（
沢
江
）
大

谷
八
重
（
上
ゲ
）
木
村
清
子

こ
れ
か
ら
の

夏
山
の
手
入

近
年
非
常
に
造
林
意
欲
が
贔
揚

し
つ
っ
あ
る
こ
と
は
川
に
よ
ろ
こ

ば
し
い
こ
と
で
の
り
ま
す
、
さ
て

造
林
の
成
否
に
幀
祠
後
五
年
間
の

下
刈
十
年
ま
で
の
蔓
切
等
の
撫
育

に
左
右
さ
れ
ま
す
、
特
に
二
、
三

年
間
の
下
刈
は
愛
情
を
も
っ
て
入

念
に
行
い
下
刈
の
適
期
を
失
す
る

こ
と
な
く
植
栽
木
の
成
長
が
旺
盛

な
と
き
に
雑
草
木
に
お
お
わ
れ
な

い
よ
Ｉ
行
い
叉
一
回
の
下
刈
に
よ

つ
て
雜
草
木
の
成
長
を
極
減
さ
せ

る
即
ち
雜
草
木
が
根
の
貯
蔵
養
分

を
韵
粍
し
っ
く
し
た
時
期
が
最
も

効
米
的
で
す
。
樹
種
別
下
刈
の
適

期
は
概
ね
松
は
六
月
中
旬
頃
迄
杉

は
六
月
中
旬
よ
り
七
月
中
旬
。
檜

は
七
月
中
に
低
地
よ
り
先
に
行
ふ

恂
植
栽
当
年
は
乾
燥
地
は
下
刈
を

お
く
ら
せ
た
方
が
よ
い
よ
う
で
す

晩
秋
の
下
刈
は
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
。
下
刈
の
適
期
を
失
す
る
と
効

果
は
半
減
し
将
来
の
成
育
に
大
な

る
影
響
を
及
ば
し
ま
す
、
次
に
よ

く
見
か
け
る
造
林
内
に
竹
を
放
任

し
て
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
新
芽
を

傷
害
し
発
育
を
停
止
し
ま
す
の
で

一
時
的
の
収
入
を
考
え
ず
是
非
伐

採
し
て
下
さ
い
叉
蔓
切
り
も
実
施

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
忙
し

い
か
ら
と
い
っ
て
手
入
を
怠
れ
ば

折
角
の
骨
折
り
も
無
駄
に
な
り
長

期
間
の
悔
を
残
す
こ
と
と
な
り
ま

す
常
に
愛
情
を
も
っ
て
撫
育
に
っ

と
め
三
隅
林
業
の
礎
を
つ
く
り
子

孫
の
た
め
百
年
の
大
計
の
も
と
を

つ
く
り
ま
せ
’つ
。

山口県知事選挙
投票日４月２１日 午前7時より

午後6時まで

町内投票所 一の瀬公会堂　宗頭小学校　上中小
野公会堂　町役場　野波瀬漁協　豊
原公民館　浅田小学校

明朗選擧 正 し き投 票

町
婦
人
會
の
行
事
計
書

昭
和
三
十
一
年
度
の
当
婦
人
会

の
事
業
計
画
は
三
隅
町
新
生
運
動

方
針
を
基
盤
と
し
て
樹
立
し
そ
の

遂
行
に
力
全
を
期
し
た
い
の
で
あ

り
ま
す
。

本
年
度
の
計
畫
は
過
去
一
ヶ
年

の
成
果
を
、
厳
し
く
反
省
し
初
期

の
目
的
達
成
に
邁
進
す
べ
く
左
記

の
通
り
に
致
し
ま
し
た
。

月
　
行
事
内
容
　
　
摘
　
要

４
　
講
座
開
始
　
　
公
明
選
挙

婦
人
週
間
　
○
結
婚
改
善

５
　
子
供
の
日
　
　
青
少
年
保
護

育
成

母
の
日
　
　
　
町
民
連
動
会

婦
人
講
座

６
　
託
児
所
　

‘時
間
励
行
張

調

７
　
先
進
地
視
察

○
環
境
の
美
化

衛
生

婦
人
講
座

８
　
Ｒ
講
習
　
　
　
報
恩
感
謝

婦
人
講
座

９
　
敬
老
会
　
　
　

親
切
運
動

婦
人
講
座

1
0
　
　
　
　
　
　
　
生
産
増
強

1
1
　生
活
改
善
意

見
交
換
会

婦
人
講
座

1
2
　産
業
祭
　
　
　
展
示
物
出
品

婦
人
講
座
　
　
虚
乱
廃
止

１
　
婦
人
講
座
　
○
国
旗
榻
揚

新
年
宴
会
　
　
貯
蓄
奨
励

成
人
の
日

２
　
婦
人
講
座
　
　
服
装
簡
素
強

調

３
　
反
省
会

婦
人
講
座

備
考
１
、
○
印
は
町
新
生
運
動

目
標

２
、
渮
支
部
行
事
は
自
主

的
に
作
製
す
る
こ
と
に
致

し
ま
し
た
。

農 協 刷 新
擴充三か年計書

昭
和
三

十
二
年
よ

り
仝
三
十

四
年
迄
に

完
遂
す
る

基
本
事
項

（
一
）
農
協

理
念
の
徹

底
　
１
、

農
協
教
青

活
動
を
強

化
す
る
。
　
2
.組
合
員
教
育
を
徹

底
す
る
。
3
.役
職
員
の
質
の
向
上

を
は
か
る
。
（
二
）
農
家
経
済
の

計
画
化
　
Ｌ
営
農
指
導
体
制
を
鬧

立
す
る
　
2
.営
農
並
び
に
生
活
の

改
善
を
推
進
す
る
。
（
三
）
組
織

の
整
備
強
化
　
Ｌ
全
国
段
階
の
綜

合
的
な
機
能
を
発
揮
す
る
　
2
.都

道
府
県
段
階
の
組
織
を
整
㈲
す
る

3
.単
位
組
合
に
於
け
る
経
営
規
模

の
適
正
化
推
進
す
る
　
4
.部
落
組

織
を
拡
充
す
る
　
5
.協
力
組
織
の

育
辰
強
化
を
は
か
る
。
（
四
）
経

営
の
強
化
　
Ｌ
執
行
体
制
を
強
化

す
る
　
2
.財
務
を
健
全
化
す
る

3
.経
営
を
合
理
化
す
る
。
（
五
）

農
協
事
業
の
拡
充
、
組
合
員
の
生

産
計
畫
に
も
と
ず
く
系
統
全
利
用

体
制
を
強
化
す
る
。

お
せ
わ
に
な
り

ま
し
た

本町教職員異動

（
　
）
は
旧
任

深
川
中
小
野
肇
（
三

中
）
明
倫
小
村
岡
シ

ズ
子
（
三
中
）
大
井

小
朝
枝
澄
夫
（
明
小

）
大
井
小
大
藤
知
治

（
明
小
）
美
祢
田
代

小
伊
藤
泰
子
（
明
小

）
仙
崎
小
東
山
千
代

子
（
明
小
）
向
陽
小

市
川
彰
亮
（
宗
小
）

向
陽
小
中
尾
泰
子
（
浅
小
）
大
畑

小
福
永
和
美
（
浅
小
）
退
職
上
利

孝
一
（
宗
頭
小
）

お
せ
わ
に
な
り
ま
す

ど
う
ど
よ
ろ
し
く

新
圧
校
　
　
氏
　
名
　
　
旧
任

明
倫
小
　
田
村
京
介
（
萩
明
倫
）

〃
　

山
本
芳
正
（
豊
田
前
小
）

〃
　
藤
井
晴
夫（
山
口
大
二
初
卒
）

〃
　
中
野
信
子
（
仙
崎
小
）

宗
頭
小
　
山
下
四
郎
（
大
畑
小
）

〃
　
　
　

田
中
ハ
ツ
ミ
（
山
口
大

二
卒
）

浅
田
小
　
河
野
礼
子
（
美
祢
下
郷

小
）

〃
　
　

光
井
絢
子
（
仙
崎
小
）

〃
　
　

松
本
雅
子
（
教
事
）

明
倫
小
　
村
岡
シ
ズ
子
（
三
中
）

町
青
年
団
役
員

役
職
名
　
氏
　
名
　
　
部
落

団
　
長
　
　
佐
田
慶
典
　
中
　
村

副
団
長
　
　
中
野
治
男
　
野
波
瀬

副
団
長
　
　
村
田
時
恵
　
沢
　
江

副
団
長
　
　
板
垣
つ
や
子
　
上
げ

常
任
議
長
　
蔵
本
和
夫
　
宗
　
頭

総
務
部
〃

中
野
博
文

下
中
小
野

文
化
部
〃

藤
永
忠
人
　
豊
　
原

林
業
部
〃

田
村
　
勝

下
中
小
野

体
背
部
〃
久
行
洋
祐
　
宗
　
頭

農
業
部
〃
兼
頭
　
勉
下
中
小
野

水
産
部
〃
河
村
吉
春
　
野
波
瀬

家
政
部
〃

西
村
洋
子
　
豊
　
原

書
記
長
　
　
中
村
　
巖
　
宗
　
頭

第
一
分
団
長
　
山
下
浩
作
　
宗
頭

副
分
団
〃
久
行
洋
祐
　
宗
頭

副
分
団
〃

柳
田
ユ
キ
子

宗
頭

第
二
分
団
長
　
田
辺
正
之
　
津
雲

副
分
団
〃

田
村
米
治
　
中
村

副
分
団
〃
杉
山
和
子
下
中
小
野

副
分
団
〃

徳
見
愛
子
　
中
村

第
三
分
団
長
　
岡
村
　
勉
　
豊
原

副
分
団
〃

田
村
満
夫
　
平
野

副
分
団
〃

中
本
ヨ
シ
子
平
野

第
四
分
団
長

藤
野
米
一

野
波
瀬

副
分
団
〃
　
角
村
信
忠
　
〃

副
分
団
〃

阿
部
久
恵
　
〃

第
五
分
団
長
　
田
中
義
一
　
小
島

副
分
団
〃
　
林
　
喜
庄
　
浅
田

副
分
団
長
板
垣
つ
や
子
上
ゲ

【
各
支
部
長
】

（
滝
坂
）
中
村
順
治
（
一
の
瀬
）

桜
田
勇
二
（
も
み
の
木
）
山
田
輝

夫
（
宗
頭
）
久
行
洋
祐
（
兎
渡
谷
）
河

野
慶
治
（
上
中
小
野
）
田
辺
正
雄
（

下
中
小
野
）
兼
頭
勉
（
大
竹
）
田
村

康
利
（
市
）
辻
野
和
磨
（
津
雲
）
原
田

新
一
（
中
村
）山
根
邦
夫
（
豊
原
上

）
野
稲
一
男
（
中
）
河
田
武
志
（
下
）

山
本
多
津
江
（
平
野
）
田
村
満
夫

（
の
ぼ
せ
東
）白
井
啓
一
（
中
）
中
村

寿
一
（
西
）内
田
昭
市
（
小
島
）
豊
田

一
夫
（
浅
田
）林
喜
圧
（
沢
江
）志
賀

浪
明
（
上
ゲ
）山
村
則
男

総
団
員
数
　

三
三
五
名

明朗選挙 正 し き 投 票

お 亙 い に 棄 権 は す ま い
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